
成
熟
す
る
森
林
資
源
の
活
用

  

全
国
一
の
ス
ギ
人
工
林
面
積（
蓄
積
）を
誇

る
秋
田
県
の
森
林
資
源
は
９
齢
級
以
上
が
50

％
を
超
え
、
資
源
造
成
期
か
ら
資
源
活
用
期

に
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
近
年
、
今
後
、

増
加
が
期
待
さ
れ
る
素
材
生
産
に
対
応
す
る

た
め
路
網
整
備
や
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入

が
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
持
続
的
に
森
林
資

源
の
活
用
を
図
る
た
め
に
は
、
低
コ
ス
ト
生

産
シ
ス
テ
ム
を
実
践
す
る
技
術
者
の
確
保
・

育
成
が
不
可
欠
で
す
。

求
め
ら
れ
る
若
い
人
材

  

平
成
25
年
度
末
の
秋
田
県
の
林
業
従
事

者
は
1
，
5
0
6
人
で
、
全
体
の
37
％
が

造
林
作
業
従
事
者
で
5
6
2
人（
前
年
比
55

人
減
）、
63
％
が
素
材
生
産
作
業
従
事
者
の

森林な

秋
田
県
林
業
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
養
成
研
修（
愛
称
：
秋
田
林
業
大
学
校
）開
講

人々
第18回

9
4
4
人（
前
年
比
17
人
増
）と
な
っ
て
い
ま

す
。
年
齢
構
成
は
、
60
歳
以
上
が
最
も
多
く

全
体
の
39
％
、
30
歳
未
満
は
９
％
と
な
っ
て

お
り
、
依
然
と
し
て
高
齢
化
は
解
消
さ
れ
て

お
ら
ず
、
世
代
交
代
を
促
進
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

  

新
規
採
用
者
は
増
加
傾
向
で
、
平
成
26
年

度
は
1
2
1
人
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

中
で
新
規
学
卒
者
は
1
3
%
を
占
め
る
に
と

ど
ま
り
、
秋
田
の
林
業
の
将
来
を
担
う
若
い

林
業
技
術
者
の
確
保
と
育
成
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

実
践
力
を
養
う
秋
田
林
業
大
学
校

  

秋
田
林
業
大
学
校
で
は
、
林
業
未
経
験
者

が
２
年
間
で
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
度（
一
期
生
）の
研
修
生
は
、
高

校
新
卒
者
15
名
、
社
会
人
経
験
者
３
名
の
18

名
が
受
講
し
て
ま
す
。

　
１
年
目
は
、
基
礎
的
な
知
識
と
技
術
、
林

業
機
械
の
操
作
方
法
を
学
び
、
林
業
労
働
に

必
要
な
各
種
資
格
を
取
得
さ
せ
る
な
ど
基
礎

づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　
２
年
目
は
、
専
門
的
な
知
識
と
技
術
、
林

業
機
械
の
技
能
向
上
及
び
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な

ど
を
学
び
実
践
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

　
な
お
、
研
修
時
間
の
半
分
以
上
を
実
習
時

間
に
充
て
る
な
ど
、
現
場
で
生
か
せ
る
知

識
・
技
術
等
の
習
得
を
目
指
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
秋
田
県
で
は
、
今
年
度
か
ら
就
業
前
の
若
者
を
対
象
と
し
た
林
業
技
術
者
養
成
研
修

（
秋
田
県
林
業
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
養
成
研
修
＝
愛
称「
秋
田
林
業
大
学
校
」）を
開
講
し
、

将
来
の
林
業
を
担
う
若
い
林
業
技
術
者
の
養
成
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

〜
オ
ー
ル
秋
田
で
育
て
る
若
い
林
業
技
術
者
〜

県と秋田林業大学校サポートチームの研修協力覚書締結

平成27年度研修生（第一期生）

覚書締結
佐竹敬久 秋田県知事と佐藤
重芳 秋田林業大学サポート
チーム代表、秋田県森林組
合連合会代表
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秋田林業大学校サポートチーム会員名簿
秋田県森林組合連合会
…………………………………………住友建機販売株式会社
秋田県素材生産事業協同組合連合会
……………………………………………… IHI建機株式会社
秋田森林整備事業協会
……………………松本システムエンジニアリング株式会社
秋田県木材産業協同組合連合会
…………………………………………日立建機日本株式会社
一般社団法人秋田県林業コンサルタント
……………………………………………コマツ秋田株式会社
秋田県山林種苗協同組合
………………………………ハスクバーナ・ゼノア株式会社
一般社団法人秋田県森と水の協会
……………………………………………幸和リース株式会社
公益社団法人秋田県林業育成協会
…………………………………株式会社レンタルのニッケン
一般社団法人秋田県造園協会
………………………………………………株式会社ヨシカワ

実
践
力
を
身
に

つ
け
る
研
修

講師：林業普及指導員、試験研究員
作業前ミーティング海岸林造成

林業機械操作講義風景

講師：サポートチーム
下刈作業（講師：秋田グリーンサービス）育種（伊東種苗）チェーンソー操作（林災防）

林業機械（講師：レンタルのニッケン）林業機械（講師：ハスクバーナゼノア）インターンシップ（秋田中央森組）

事
業
現
場
で
鍛
え
る

　

現
場
で
の
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
秋
田
林
業
大
学
校
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
会
員
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
派
遣

や
森
林
組
合
の
下
刈
作
業
現
場
等
で
実
習
を

行
い
ま
し
た
。

　
研
修
生
に
と
っ
て
は
、
普
段
の
研
修
と
は

違
う
緊
張
感
の
も
と
、
プ
ロ
の
林
業
技
術
者

か
ら
、
現
場
で
生
か
せ
る
知
識
・
技
術
を
習

得
す
る
と
と
も
に
、
林
業
・
木
材
産
業
の
仕

事
を
深
く
理
解
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な
研
修
生
と
林

業
・
木
材
産
業
の
業
界
と
の
交
流
機
会
を
多

く
す
る
こ
と
で
、
早
期
に
現
場
で
活
躍
で
き

る
若
い
林
業
技
術
者
の
養
成
に
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
オ
ー
ル
秋
田
で
育
て
る
」

若
い
林
業
技
術
者

⑴
秋
田
県
林
業
技
術
者
養
成
協
議
会

　
本
研
修
生
に
は
、
林
業
技
術
者
と
し
て
の

ほ
か
、
林
業
へ
の
就
業
を
通
じ
て
地
域
の
産

業
振
興
及
び
定
着
促
進
等
の
地
域
活
性
化
の

中
核
を
担
う
人
材（
林
業
が
地
域
を
担
う
）と

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
秋
田
県
林
業
技
術
者
養
成

協
議
会
」を
設
置
し
、
林
業
・
木
材
産
業
関

係
者
の
ほ
か
、
雇
用
対
策
・
教
育
関
係
者
等

の
幅
広
い
分
野
の
御
意
見
を
聞
き
な
が
ら
人

材
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

⑵
秋
田
林
業
大
学
校
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム

　
本
研
修
の
開
講
に
あ
た
っ
て
は
、
林
業
・

木
材
産
業
等
に
精
通
し
た
企
業
及
び
団
体
で

構
成
す
る「
秋
田
林
業
大
学
校
サ
ポ
ー
ト
チ

ー
ム
」（
構
成
員
：
林
業
・
木
材
関
係
団
体
、

機
械
メ
ー
カ
ー
）を
結
成
し
て
、
民
間
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
た「
オ
ー
ル
秋
田
」で
指
導

体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
秋
田
林
業
大
学
校
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
か
ら

は
、
専
門
分
野
に
関
す
る
講
師
派
遣
、
研
修

フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
及
び
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
受
入
な
ど
の
御
協
力
を
い
た
だ
い
く
こ

と
で
、
よ
り
充
実
し
た
研
修
の
実
施
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。

  

こ
の
よ
う
な
民
間
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
、

「
林
業
県
秋
田
」の
強
み
を
生
か
し
た
取
組
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今井敏林野庁長官による講演（ 提供 秋田県）たのもしい作業着姿 スギちゃんも激励
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